
一般社団法人 日本高度実践看護学会 社員（評議員）選出に関する細則 

 

（目的） 

第 1 条この細則は、一般社団法人日本高度実践看護学会（以下、「本会」という）定款第 5 条 3 項の規定

に基づき、社員（評議員）の選出に関し必要な事項を定めるものである。 

 

（選挙権） 

第 2 条 本会の正会員は選挙権を有する。 

2 この選挙の選挙人は、告示により定められた日までに当該年度の会費を納入している正会員とする。た

だし、期日までに会費が未納である者、正会員の資格を喪失した者、及び住所不明者を除く。 

 

（被選挙権） 

第 3 条 この選挙の被選挙権を有する者は、正会員歴が原則として 3 年以上の者で、告示の日までに当該

年度の会費を納入している正会員とする。 

2 評議員の再任の回数は、定款第 5条第 6項の定めるところによる。 

 

（選挙区） 

第 4 条 この選挙の選挙区は地区制とし、別表に掲げるとおりとする。 

 

（所属選挙区） 

第 5 条 選挙人が所属する選挙区は、本会に登録されている所属住所の地区により定める。所属登録がない

場合は、自宅住所の地区により定める。 

 

（異動予告） 

第 6 条 選挙人は、所属の住所に変更があるときには、選挙管理委員会が定める期日以前に限り、届け出に

より住所を変更できるものとする。 

 

（定数） 

第 7 条 評議員の定数は、定款第 5条 4項に基づき 50 名以内とする。 

2 各選挙区の定数は、選挙管理委員会が会員数に基づき算出し、理事会の承認を得て、公示する。 

 

（投票） 

第 8 条 投票は、選挙人が所属する地区の選挙区内の被選挙人に対して行う。 

2 被選挙人の氏名のほか、所属及び認定資格を記した名簿に基づき投票を行うものとする。 

3 選挙人は、各選挙区の評議員定数に相当する数の被選挙人を選ぶ。 

 

（当選者） 

第 9 条 当選者は、選挙区の得票数の多い者から順に選出する。 

2 得票数が同数の場合は、正会員歴、次いで生年月日の順とする。 

3 選出された者が定まった時は、選挙管理委員会が選出された者にその旨を通知し、その承諾を得る。 

4 選出された者が辞退した時は、次点の者から順に繰り上げて当選者とする。 

 

（再選挙） 

第 10条社員（評議員）選挙において定数に満たない場合は、定款第 5条 8項に基づき再選挙を行う。 

2 再選挙の被選挙人は、社員（評議員）承諾者及び辞退者を除く正会員とする。 

 

（欠員の補充） 

第 11条 社員（評議員）に欠員が生じたときは、定款第 5条 7項に基づき、補充することができる。 

 

（改廃） 

第 12条本細則は、定款第 5 条 3項に基づき、理事会の議を経て変更することができる。 

 

 

（附則） 

この選定規程は、平成 30年 9月 19日から施行する。 

この選定規程は、令和 5年 6月１日から施行する。 



令和 5年 2月実施の選挙に関しては、既に理事就任を承諾した者及び辞退した者を除く正会員を被選挙人と

して、前項で定めた定数を満たす社員（評議員）を選出する。 

本細則は、令和 8年 7月 12 日から一部改訂する。 

 

【別表】 

地区選挙区（日本看護協会の地区分けに基づく） 

第一地区 北海道・東北 

第二地区 関東・甲信越 

第三地区 東海・北陸 

第四地区 近畿 

第五地区 中国・四国 

第六地区 九州・沖縄 


